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（2012 年 12 月 28 日改訂） 
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１． 本研究報告は年 1 回以上発行し，その内容は，動物学，植物学，地学，歴史学，  

考古学，民俗学，美術史学，およびそれらと関連する諸分野とする． 

２． 研究報告に投稿できる者は，次のとおりとする． 

（1） 徳島県立博物館（以下，博物館という）の学芸員および博物館の組織・運

営に関与する者． 

（2） 博物館が受け入れた研究員および研究協力者． 

（3） 博物館の資料を用いて研究を行った者，または研究に使用した材料のすべ

てかその一部を当博物館資料として寄贈することを前提として研究を行っ

た者．（新種記載の場合，タイプ標本を含むこと．） 

（4） その他，博物館において適当と認めた者． 

３． 原稿は，未発表の論文，研究ノート，短報，調査報告，資料紹介などとし，原則 

として日本語または英語を用いる． 

４． 原稿の枚数は，原則として制限しない．ただし，ページ数が多い場合は，編集委  

員会の判断により分割して掲載することがある． 

５． 原稿の採否は，編集委員会が決定する． 

６． 原稿料の支払および掲載料の徴収は行わない． 

７． 原稿の執筆にあたっては，別に定める「原稿作成上の注意」に従うこと． 

８． 当該原稿に関する著作権は原稿が受理された時点で，徳島県立博物館に帰属する． 

９． 著者校正は，原則として初校のみとする． 

１０． 原稿の送付および照会の宛先は下記とする． 

 

     〒770-8070 徳島市八万町向寺山 

     徳島県立博物館 研究報告編集係 

     TEL 088-668-3636，FAX 088-668-7197 

     E-mail museum@bunmori.tokushima.jp 

 

 

 

 



 

 

 

原稿作成上の注意 

（2012 年 12 月 28 日改訂） 

（2017 年 12 月 26 日改訂） 

（2022 年 12 月 21 日改訂） 

（2026 年 1 月 20 日改訂） 

 

 

 

１．原稿は原則として次の順序に従って書く． 

和文原稿：タイトル，著者名，英文タイトル，英文著者名，ランニングタイトル，所属お

よび住所，英文所属および住所，キーワード（タイトルと重複しない 5 語程度），和文また

は英文摘要，本文，（注），引用文献，図・表の説明． 

English manuscript：English title, Author's name(s), Running head, Institution with address, Key 

words (approximately five words, not overlapping with the title), Abstract, Body of report, 

(Annotations), Literature Cited, Japanese title, author names, Japanese abstract, Explanations of 

figure(s) and table(s)． 

 

２．投稿者は，紙での投稿にあたっては，A4 判の原稿を 2 部作成して投稿する（コピーで

よい）．その際，原図・表は手元に保管し，コピー（鮮明なものに限る）のみ原稿に添付す

る． 

 電子投稿にあたっては，原則として本文は Microsoft Word もしくは Adobe InDesign，図

は Microsoft Word または PDF，表は Microsoft Word または Excel で作成すること．図はす

べての図を１つのファイルにまとめ，図・表の説明文章は本文末尾の別ページに付すこと．

DVD や電子メールで送付すること． 

 

３．原稿は，A4 判横書き，1 行 40 字，1 ページ 25 行のダブルスペース相当で作成する．

文字は 12 ポイント，フォントは和文では MS 明朝，半角英数では Times New Roman とす

る．図・表の挿入箇所などの指示は，文書ファイル内で行わない． 

 



４．文章の句切り符号は和文中では全角のカンマ（，）とピリオド（．），英文中では半角の

カンマ（,）とピリオド（.）を用いる． 

 

５．数字，アルファベットなどの記号は，原則として半角文字を用いる．括弧は原則全角

括弧を使用し，括弧の前（あるいは後ろ）と括弧の中が半角英数字の場合のみ半角括弧を

使用する． 

 

６．年号，月日およびその他の数字には，原則としてアラビア数字を用いる．数値等の範

囲を示す場合はエンダッシュ（–）を使用する．年号は原則として西暦とするが，和暦など

他の年号を用いた場合は，その後に括弧で西暦を示すこと．例：元禄 10 年（1702）． 

 

７．生物の属以下の学名は斜体とする．「et al.」，「ca.」，「e.g.」，「viz.」，「sensu」などは斜

体にせず，立体とする． 

 

８．注はなるべく用いない方がよいが，どうしても必要な場合，通し番号の数字と片括弧

で位置を示し（例：3)），プリントアウトした原稿を提出し,この原稿に赤の∨で囲むこと．

注の文章は，本文と引用文献の間にまとめて置く． 

 

９．文章中における文献の引用は次の例のようにする． 

著者が 2 人以下の場合： 

（田中・吉田，1989）または田中・吉田（1989） 

（田中，1985a，1985b）または田中（1985a，1985b） 

（田中，1985：65–69，1986：123–125） 

（田中，1983；Gilbert, 1912；Wood and Chapman, 1915） 

著者が 3 人以上の場合： 

（田中ほか，1990）または田中ほか（1990） 

(Nelson et al., 1991)または Nelson et al. (1991) 

 

10．引用文献は，著者名のアルファベット順に配列する．著者が 5 名以上の場合は，5 人

目以降の著者を省略してもよい．雑誌名は略さずに書くこと．巻・号の表記は，6 巻 4 号

の場合は 6 (4)のように書く．Web サイトは URL と閲覧日を書くこと． 

例： 



[英文雑誌] 

Greenwood, P. H., D. E. Rosen, S. H. Weitzman and G. S. Myers. 1966. Phyletic studies of 

teleostean fishes, with a provisional classification of living forms. Bulletin of the American 

Museum of Natural History, 131 (4): 339–456. 

[和文雑誌] 

水野信彦・丹羽 彌．1961．カジカ Cottus pollux Günther の生態的 2 型．動物学雑誌，70

（8)：267–275． 

[英文本の中の一部の引用] 

Northcote, T. G. 1984. Mechanisms of fish migration in rivers. In: J. D. Mccleave, G. P. Arnold, J. J. 

Dodson and W. H. Neil, eds., Mechanisms of migration in fishes, p. 317–355. Plenum Press, 

New York. 

[和文本の中の一部の引用] 

水野信彦．1987．ヨシノボリ類．水野信彦・後藤 晃編，日本の淡水魚類−その分布，変

異，種分化をめぐって，p. 179–188．東海大学出版会，東京． 

[英文本] 

Arnold, M. L. 1997. Natural hybridization and evolution. 215 p. Oxford University Press, Oxford. 

[和文本] 

水野信彦・御勢久右衛門．1972．河川の生態学．245 p．築地書館，東京． 

[英文原稿中における英文タイトルがある和文本の引用] 

Miyadi, D., H. Kawanabe and N. Mizuno. 1976. Coloured illustrations of the freshwater fishes of 

Japan. Hoikusha, Osaka. 462 p. (In Japanese) 

[英文原稿中における英文タイトルがない和文本の引用文（投稿者が英訳したタイトルを斜

体で表記する）] 

Miyabe, K. 1935. Note of flora of Hokkaido. Nihon-gakujutsu-kyoukai Houkoku, 10 (4): 897e906 

(in Japanese) 

[Web サイトの引用] 

徳島県．2013．徳島県版レッドリスト 昆虫類<改訂：平成 25 年>．

https://www.pref.tokushima.lg.jp/kankyo/kankoubutu/red_date.html（2025 年 11

月 30 日閲覧） 

[オンライン先行英文雑誌] 

Ito, T., M. Yokota, M. Endo, A. Iwamoto, M. Maki, and G. Kokubugata. 2025. Sedum diversiflorum sp. nov. 

(Crassulaceae), a new species with variable merosity from the Satsunan Islands, Kagoshima, Japan. 

Nordic Journal of Botany, published online 08 September 20 2025. doi.org/10.1002/njb.04877 

https://doi.org/10.1002/njb.04877


[オンライン先行和文雑誌] 

高川晋一・角谷 拓・石井 実・石濱史子・植田睦之・大森威宏・尾崎煙雄・片山直樹・北沢宗大・

中村康弘・平井規央・横川昌史．種組成のネスト構造を考慮した指標種による生物多様性評

価手法．保全生態学研究，2025 年 5 月 20 日公開．doi.org/10.18960/hozen.2410 

[5 人目以降の著者を省略する場合の英文雑誌] 

Fujii, N., H. Kobatake, K. Niki, R. Taira, T. Iwasaki, ... and A. Soejima. 2025. The Genetic Structure and 

Demographic History of Potentilla discolor (Rosaceae), a Grassland Plant in East Asia, Based on 

Genome-Wide SNP Markers. Acta Phytotaxonomica et Geobotanica, 76 (2): 85–109. 

[5 人目以降の著者を省略する場合の和文雑誌] 

津田その子・小林 聡・富田基史・阿部聖哉・松木吏弓…藤井義晴．2014．葉緑体 DNA ハプロタイプ分析

による在来草本植物 10 種の地域性評価．日本緑化工学会誌，40（1）：72–77. 

 

11．図・表のサイズは原則として A4 判までとし，刷り上がりサイズ（A4 判）を考慮して

作成すること．なお，版面の大きさは，1 ページの場合，縦 232 ㎜×横 168 ㎜（キャプシ

ョン分は含まず），また，左右半ページの場合，縦 232 ㎜×横 80 ㎜（同上）までとする． 

 

12．編集委員会によって掲載可と判断された原稿について，編集委員長が確認した日を受

理日とする．投稿者は原稿が受理された後に，原図を提出すること．原稿及び原図は返却

しない． 

 

13．投稿者は初校を受領した後，速やかに校正を行い，編集担当へ返送すること． 

 

14．その他詳細については，最新号を参照のこと． 

 

https://doi.org/10.18960/hozen.2410

